
　

飯
山
市
中
学
生
平
和
学
習

派
遣
事
業
と
し
て
、
８
月
５
日

か
ら
６
日
ま
で
の
２
日
間
、
広

島
市
で
行
わ
れ
た
「
広
島
原
爆

死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈

念
式
」
に
、
市
内
中
学
生
10
名

を
派
遣
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

生
徒
に
、
見
聞
き
し
、
学
ん
だ

こ
と
に
つ
い
て
、
文
章
に
ま
と

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

城
北
中
学
校 

齊
藤 

里
莉
奈

　
広
島
平
和
学
習
に
行
き
学

ん
だ
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
授
業
で
は
見
ら
れ
な

い
風
景
を
自
分
の
目
で
見
て
、

平
和
と
戦
争
の
関
わ
り
に
つ

い
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
、
平
和
記
念
資

料
館
で
は
、
当
時
の
写
真
や

使
っ
て
い
た
物
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
て
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
被
爆
体
験
伝
承
講
話

で
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
無
駄
に
せ
ず
、
自
分
た
ち

の
言
葉
で
広
め
て
い
き
、も
っ

と
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

城
北
中
学
校 

三
橋 

佳
歩

　

広
島
平
和
学
習
に
行
き
、

多
く
の
事
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
伝
承
講
話
で
は
、

原
爆
の
被
害
は
投
下
後
も
長

く
人
々
を
苦
し
め
続
け
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
平
和
記

念
公
園
の
見
学
や
式
典
に
参

加
し
て
実
際
行
か
な
い
と
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
平
和

の
尊
さ
、
そ
し
て
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

城
北
中
学
校 

青
木 

倫
乃

　
広
島
に
行
き
、
私
は
改
め

て
平
和
の
大
切
さ
を
学
習
で

き
ま
し
た
。
罪
の
な
い
日
本

人
が
多
く
被
害
者
と
な
り
、

命
を
落
と
し
た
戦
争
。
普
通

の
朝
に
突
然
落
と
さ
れ
た
原

爆
。
と
て
も
衝
撃
的
な
も
の

で
し
た
。
私
は
広
島
で
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
る
の
が
平
和

な
世
界
へ
の
近
道
だ
と
思
い

ま
し
た
。

城
北
中
学
校 

栗
林 

の
の
は

　
私
は
広
島
平
和
学
習
に
参

加
し
て
自
分
の
無
知
さ
を
知

り
、
と
て
も
恥
ず
か
し
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
人
に
戦
争
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、

自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
が

全
て
だ
と
思
い
込
ま
ず
、
さ

ら
に
学
ぼ
う
と
と
思
い
ま
す
。

城
北
中
学
校 

岸
田 

心
和

　
広
島
を
訪
問
し
、
原
子
爆

弾
の
恐
ろ
し
さ
を
体
で
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
広
島

で
見
て
聞
い
た
も
の
か
ら
多

く
の
こ
と
を
考
え
た
。「
今
よ

り
も
も
っ
と
」
と
い
う
言
葉

が
何
度
も
何
度
も
頭
の
中
で

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
今
よ
り
も
も
っ
と
」

と
い
う
考
え
方
が
、
未
来
の

世
界
平
和
を
よ
り
よ
い
も
の

に
し
て
い
き
、今
よ
り
も
も
っ

と
平
和
に
つ
い
て
広
め
て
い

け
る
と
思
い
ま
し
た
。

城
南
中
学
校 

石
川 

拓
海

　
今
回
の
広
島
平
和
学
習
で

は
、
資
料
館
見
学
や
講
話
を

通
し
て
、
原
爆
が
日
本
に
残

し
た
も
の
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
特
に
、
講
話
で
は
、

写
真
や
資
料
か
ら
で
は
分
か

ら
な
い
健
康
被
害
や
差
別
問

題
に
つ
い
て
初
め
て
知
る
事

ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
学
習

で
学
ん
だ
事
を
多
く
の
人
に

伝
え
、
原
爆
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
、
世
界
が
変

わ
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

城
南
中
学
校 

岩
倉 

央
佳

　

私
が
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
、
被
爆
さ
れ
た
方
々
の
遺

族
の
言
葉
で
「
戦
争
は
人
間

の
生
命
を
奪
う
、
戦
争
は
死

そ
の
も
の
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
で
す
。
私
は
、
簡
単
に
人

の
生
命
を
一
方
的
に
奪
う
戦

争
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事

を
正
し
く
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

城
南
中
学
校 

長
井 

そ
よ
か

　
私
は
、
広
島
で
の
平
和
学

習
を
通
し
て
戦
争
に
よ
る
原

子
爆
弾
は
一
瞬
に
し
て
多
く

の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
悲

惨
な
出
来
事
で
、
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
二
度
と
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、

平
和
を
願
う
人
々
の
思
い
に

触
れ
、
戦
争
当
時
の
現
状
を

伝
え
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

城
南
中
学
校 

渡
邉 

紫
麻

　

今
回
の
広
島
平
和
学
習

で
、
私
は
国
の
た
め
に
自
ら

の
命
を
削
っ
て
で
も
戦
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
達

の
思
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
資
料
館
の
壁
に

あ
っ
た
多
く
の
辛
い
顔
、
痛

み
に
耐
え
る
治
療
中
の
子
ど

も
達
の
顔
、
こ
れ
ら
を
見
て

い
る
と
、
心
が
痛
く
な
り
涙

が
出
そ
う
で
し
た
。
私
は
今

回
飯
山
市
の
代
表
と
し
て
責

任
を
も
っ
て
行
っ
た
か
ら
に

は
、
自
分
が
広
島
で
学
ん
だ

こ
と
や
目
で
見
て
得
た
知
識

な
ど
を
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
達
に
語
り
続

け
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

一
人
一
人
が
平
和
に
つ
い
て

関
心
を
抱
い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

城
南
中
学
校 

小
林 

優
月

　

私
は
今
回
の
平
和
学
習

で
、
戦
争
や
原
爆
の
被
害
の

大
き
さ
、
被
爆
者
の
酷
い
状

態
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
は

こ
の
学
習
で
学
ん
だ
広
島
の

原
爆
の
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な

人
に
発
信
し
、
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

クローズアップ

平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
る

令
和
６
年
度 
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①

【
５
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・
広
島
平
和
記
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館
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学
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原
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の
像
に

千
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鶴
を
奉
納

（
写
真
②
）

・原
爆
ド
ー
ム
見
学
（
写
真
①
）

・
被
爆
体
験
伝
承
講
話（

写
真
③
）

【
６
日
】

・
慰
霊
式
、
祈
念
式
参
列

（
写
真
④
⑤
）

参
加
日
程

②③
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デジタルで変える

No.2

自らの労力で自宅などの除排雪ができない世帯へ、市民、事業者、
行政が協働して雪かき支援を行う事業。

雪かき支援事業

高齢、障がい、疾病等のために道路から玄関先まで自力での除
雪（道踏み含）が困難な世帯に対し、除雪の支援を行う事業。

高齢者等玄関先除雪支援事業

スクラム除雪事業
市道認定されている路線で住家がありながら、道幅が狭く除雪
車が入らなくて困っている場所を個人の除雪機による除雪を行
い、燃料費等相当額を支援する事業。

■申請手続きについて
「手続き要否確認フロー」および手続き
の方法は、市ホームページに掲載して
おりますのでご確認ください。
※受給資格者が公務員の方は勤務先へ、
受給資格者の住民登録が飯山市以外の方は住民登
録地へお問い合わせをお願いします。
■申請期限
初回支給（令和６年12月予定）に反映するためには、
令和６年10月31日㈭（必着）までの申請が必要です。

■申込期間　9月20日（金）から10月10日（木）ま
で（土､ 日､ 祝日を除く）午前 8時 30
分から午後5時15分まで

■選考方法　申込件数が募集戸数を超えた場合は抽
選とします

≪抽選日時≫ 10月 18日（金）午前 10時
【飯山市役所 4階　第 1委員会室】

市営住宅  新町団地の入居者を募集します

■補助率・補助額
　○個人：購入費用の1/10（上限10万円）
　○区　：購入費用の1/10（上限30万円）
■対象となる機械
①小型除雪機（ロータリー除雪機に限る）
②農耕用機械に接続する除雪用アタッチメント
※ただし購入費用が 5万円以上の機械であり、
中古品を含めるものとする。

■対象者
次の①または②で、対象要件を満たす方が対象
となります。
①市の除雪に関する事業に登録または協力して
いる個人もしくは、これから登録する個人で
補助を受けてから３年間、事業へ協力する方

　②飯山市内の区
〈対象要件〉
○市内に本店または支店を有する事業所から購
入する除雪機であること

○除雪機購入前の申請であること
○申請者が過去にこの補助金の交付を受けてい
ないこと

○市税の滞納がないこと（個人の場合）

危機管理防災課 防災消防係　℡ 0269-67-0721（課代表）

小型除雪機等の購入費用を補助します

　市の除雪に関する事業（雪かき支援事業、高齢者等玄関
先除雪支援事業、スクラム除雪事業等）の協力者の負担軽
減と集落の除排雪体制の新たな担い手を確保するため、小
型除雪機等の購入費用を補助します。詳しくは、飯山市ホー
ムページをご覧いただくか、危機管理防災課 防災消防係ま
でお問い合わせください。

令和６年（2024年）10月分から児童手当の制度が拡充されます。詳しくは市ホームページをご確認ください。

除雪事業協力者へ

10月分から児童手当の制度が拡充されます
令和6年（2024年）

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！

■戸　数　１戸（3階）
■構造等　鉄筋コンクリート造3階建て・エレベータあり
■間取り　２DK
■家　賃　23,700～35,400円/月（世帯収入による）
■駐車場　１台あり　（有料）
■入居保証金　家賃３カ月相当額
■入居資格
・2人以上の親族で入居する方、または 3カ月以内に婚姻予
定の方（別途条件により、単身でも入居できる場合あり）
・世帯収入が市で定める基準額以下の方
・住宅に困窮していることが明らかな方
・市税等を滞納していない方
・暴力団員でない方
・市が定める要件を満たす連帯保証人を設定できる方ほか
■入居可能日　11月 1日（金）　
■申込方法　申込書および添付書類の提出
（提出先：市役所２階移住定住推進課住宅係《郵送不可》）

JR
飯
山
駅

飯山
赤十字病院

飯山
警察署

立体
駐車場

新町団地

移住定住推進課 住宅係　℡ 0269-67-0740（課代表）

子ども育成課 子育て支援係　℡ 0269-67-0741（課代表）

N

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
飯

山
市
役
所
Ｄ
Ｘ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
西
岡
で
す
。
今
回

は
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

市
役
所
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
安
心
・
安
全
に
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
役
割
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
の

関
わ
り
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

で
考
え
て
み
ま
す
と
、
お
子

さ
ま
が
こ
の
世
に
生
を
受
け

て
か
ら
成
人
に
な
る
ま
で
、

幼
児
期
、
学
生
で
過
ご
す
期

間
、
社
会
人
と
成
長
す
る
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
が
発
生
し
ま
す
。
そ

し
て
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ご
と

に
、
市
役
所
へ
届
出
や
申
請

な
ど
の
手
続
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
、
市
役
所
で
は
、
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
ご

自
宅
や
出
先
か
ら
で
も
手

続
が
行
え
る
よ
う
に
、
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
手
続
き

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

買
い
物
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
利
用
さ
れ
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。
行
政
手
続
き
も

同
様
に
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

方
法
を
取
り
入
れ
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
よ
り
便
利
に
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
回
は
そ
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

自
宅
で
受
け
る
Ｄ
Ｘ

・所得制限の撤廃
・支給対象児童の年齢を高校生年代まで延長
・第３子以降の支給額を３万円に増額
・多子算定の対象年齢を 22歳年度末まで延長
・支給月を年３回から年６回（偶数月）に変更

■受給資格者
支給対象児童を養育する父母等のうち所得の高い方
■申請手続きが必要な方
・所得制限により、支給対象外となっている方
・高校生年代の児童のみを養育している方
・現在手当を受給しており、算定児童に登録されていな
い高校生年代の児童を養育している方
・生計費の負担をしている18歳年度末の翌日から22歳
年度末までの兄姉を含み3人以上養育している方

■支給額
児童の年齢 月額 第３子以降

３歳未満 15,000円 30,000円

３歳以上18歳年度末まで 10,000円 30,000円

市の除雪に関する事業とは

除雪事業協力者

飯山市
2. 交付決定

4. 補助金

5. 協力

1. 申請

3. 除雪機等購入

飯山市

自宅からスマホやパソコンで手続き

行政
サービス

拡充の内容
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２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て

　
省
エ
ネ
・
快
適
な
環
境
を
目

的
に
、
城
北
中
学
校
普
通
教
室

断
熱
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

８
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
の

日
程
で
行
い
ま
し
た
。

　
飯
山
市
は
、
２
０
５
０
年
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
こ

れ
は
そ
の
取
り
組
み
の
１
つ
で
、

公
益
社
団
法
人
長
野
県
建
築

士
会
の
後
援
と
、
飯
山
市
建
設

業
協
会
、
飯
水
岳
北
建
設
労

働
組
合
の
ご
協
力
に
よ
り
、
実

施
し
ま
し
た
。
講
師
に
㈱
エ
ネ

ル
ギ
ー
ま
ち
づ
く
り
社
の
竹
内

昌
義
さ
ん
（
東
北
芸
術
工
科
大

学
教
授
）
と
内
山
章
さ
ん
を
迎

え
、
応
募
し
た
中
学
生
、
高
校

生
な
ど
が
、
同
中
学
校
の
２
教

室
の
壁
や
天
井
に
断
熱
材
な
ど

の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
阿
部
守
一
知
事
も

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
駆
け
付

け
、
参
加
者
と
一
緒
に
教
室
の

断
熱
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
阿

部
知
事
は
「
気
候
変
動
を
食
い

止
め
る
と
い
う
共
通
認
識
の
も

と
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
断
熱
改
修
の
取
り
組
み
が
成

功
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

城
北
中
学
校
普
通
教
室
断
熱
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　
８
月
11
日
、
今
年
で
18
回
を

迎
え
る
「
い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ

り
」
を
本
町
商
店
街
・
肴
町
・

福
寿
町
周
辺
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
飯

山
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
鼓

笛
隊
パ
レ
ー
ド
に
続
き
、
飯

山
高
校
書
道
部
に
よ
る
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、
ダ

ン
ス
イ
ベ
ン
ト
「IIYA

M
A
 

D
A
N
C
E FES!!

（
イ
イ
ヤ
マ 

ダ
ン
ス 

フ
ェ
ス
）」
が
行
わ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
日
が
暮
れ
て
か
ら
は
、
大
小

合
わ
せ
て
約
１
万
個
の
灯
篭
が

会
場
を
彩
り
、
法
竹
（
ほ
っ
ち

　
８
月
２
日
、
飯
山
市
役
所
で

飯
山
市
と
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
長
野
県
立
大
学
の

学
生
が
、
飯
山
市
の
魅
力
と
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
研
究
し
た
成
果
を
、

江
沢
市
長
と
伊
東
副
市
長
に

プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
立
大
学
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
養
ゼ
ミ
」
で
は
、「
飯

山
城
と
上
杉
謙
信
公
」
を
テ
ー

マ
に
、
飯
山
の
魅
力
の
発
信
か

ら
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン

で
は
、
学
生
自
ら
が
、
雁
木
通

り
と
七
福
神
巡
り
を
紹
介
す

る
、
Ｐ
Ｒ
ム
ー
ビ
ー
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ム
ー
ビ
ー
は
、

長
編
と
短
編
の
２
種
類
が
制
作

　
８
月
９
日
、
飯
山
市
文
化
交

流
館
な
ち
ゅ
ら
で
、
飯
山
市
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協

会
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
と
事
業
戦

略
課
の
共
催
で
ス
マ
ホ
相
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
相
談
会
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
に
掲
げ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
（
情
報
格
差
）
対
策
の
一

環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
当

日
は
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
協
会
の
学
生
23
人
が
相
談

　
８
月
１
日
、
長
野
県
信
用
農

業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
、
飯

山
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念

し
、
85
イ
ン
チ
液
晶
テ
レ
ビ
と

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ス
タ
ン
ド
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
長
野
県
信
用
農
業

協
同
組
合
連
合
会
か
ら
は
、
昭

和
59
年
（
１
９
８
４
年
）
の
市

制
施
行
30
周
年
・
新
庁
舎
落

成
記
念
で
絵
画
が
寄
贈
さ
れ
、

そ
の
後
10
年
毎
の
節
目
に
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ケ
ー
ス
、
子
ど
も
御
輿

灯篭の灯に照らされ、賑わう本町商店街

飯山小学校の児童による鼓笛隊パレード

研究の成果をプレゼンする長野県立大学の学生

長
野
県
立
大
学
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
対
策

飯
山
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て

１
万
個
の
灯
篭
が
本
町
通
り
な
ど
を
彩
る

日
本
夜
景
遺
産 

認
定　
い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ
り

飯
山
市
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
が
ス
マ
ホ
相
談
会
を
開
催

長
野
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
液
晶
テ
レ
ビ
を
寄
贈

く
）
や
二
胡
、
篠
笛
（
し
の
ぶ

え
）
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
観
光
交
流
都
市
の
富
山

県
魚
津
市
、
富
山
県
高
岡
市
、

福
井
県
敦
賀
市
の
ブ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、
特
産
品
な
ど
の
販
売

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ

り
の
一
環
と
し
て
、
飯
山
高
校

美
術
部
の
生
徒
が
中
心
と
な

り
、
飯
山
駅
の
空
間
に
飾
り
つ

け
を
行
う「
飯
山
駅
空
間
演
出
」

と
、
高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
、
子

ど
も
館
き
ら
ら
で
も
灯
篭
の
演

出
が
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

さ
れ
、同
ゼ
ミ
のYoutube

と

Instagram
で
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
内
外
問
わ
ず
に
視
聴

で
き
る
よ
う
、
英
語
版
も
公
開

さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
中
国
語

版
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ム
ー
ビ
ー
が
視

聴
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
掲
載

さ
れ
た
七
福
神
巡
り
の
チ
ラ
シ

と
、
上
杉
謙
信
が
描
か
れ
た
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
も
合
わ
せ
て
紹

介
さ
れ
、
各
３
０
０
部
が
飯
山

市
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
ゼ
ミ
で
は
「
上
杉

謙
信
と
鷹
狩
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
、
11
月
に
飯
山

城
址
公
園
で
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。　

役
と
な
り
、
訪
れ
た
市
民
の
抱

え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
仕
組

み
や
操
作
方
法
の
課
題
を
解
決

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ア
プ
リ
の
操
作
方
法

を
、
分
か
り
や
す
く
教
え
て
も

ら
い
助
か
っ
た
」や「
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
操
作
方
法
や
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
仕
組
み
が
分
か
ら
な
か
っ
た

が
解
決
し
た
」
と
感
謝
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

な
ど
を
、
飯
山
市
に
寄
贈
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
大

型
液
晶
テ
レ
ビ
は
、
災
害
時
に

お
け
る
情
報
収
集
、
会
議
や
講

演
会
で
の
資
料
の
視
聴
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

長
野
県
信
用
農
業
協
同
組

合
連
合
会 

佐
藤
卓
治
理
事
長

は
、「
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に

活
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
寄
贈

へ
の
願
い
を
語
り
ま
し
た
。

スマートフォンの操作を教える大学生

長野県信連 佐藤理事長（左）と江沢市長（右）

YouTube Instagram

長野県立大学制作飯山市ＰＲムービー
こちらのQRコードよりご視聴いただけます

講師の竹内さん（左）と内山さん（右） 参加者と一緒に断熱材を敷き詰める阿部知事

建設業協会に指導を受ける参加者
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８
月
27
日
、
飯
山
市
議
会
９

月
定
例
会
が
開
会
と
な
り
、
江

沢
市
長
か
ら
、
北
陸
新
幹
線
飯

山
駅
前
宿
泊
施
設
変
更
合
意

等
請
求
調
停
事
件
に
係
る
議

案
、
令
和
５
年
度
の
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
や
今
年
度
の
各

事
業
執
行
に
係
る
補
正
予
算

案
な
ど
、
合
わ
せ
て
29
件
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
冒
頭
で
江
沢
市
長
は
、

「
市
・
事
業
者
と
も
に
、
駅
前

に
ホ
テ
ル
が
必
要
と
の
思
い
は

共
通
し
て
い
る
。
一
日
で
も
早

い
審
理
、
議
決
を
た
ま
わ
り
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
で
江
沢
市
長
は
、

飯
山
駅
前
市
有
地
宿
泊
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て
「
当
市
と

相
手
方
と
の
間
で
、
令
和
３
年

（
２
０
２
１
年
）
10
月
20
日
付

け
飯
山
駅
前
市
有
地
宿
泊
施

設
整
備
事
業
基
本
協
定
書
の

定
め
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
協

力
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
の
協
議
が
調
っ
た
た
め
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
等
は
次
の

通
り
で
す
。

保健福祉課 健康増進係 ℡ 0269-67-0727（課代表）

広
告
コ
ー
ナ
ー

（胸部レントゲン検診・間接撮影）65 歳以上対象 受診料無料結核二次検診の日程

住宅屋根克雪化事業補助をご活用ください

実施日 地区 会場名 受付時間

10/15
（火）

富倉 富倉地区活性化センター 9:00 ～  9:10

柳原
柳原地区活性化センター 9:30 ～ 10:00
笹川公民館 10:10 ～ 10:30

外様 外様地区活性化センター 10:40 ～ 11:10　
太田 太田地区活性化センター 11:20 ～ 11:50

岡山
温井公民館 13:20 ～ 13:30
上境多目的センター 13:40 ～ 13:50
岡山地区活性化センター 14:10 ～ 14:30

　65歳以上の方を対象に結核検診を行います。対象
の方には事前に検診票を送付しますので、ご確認く
ださい。感染症予防のため、発熱・咳等の症状があ
る方は受診をご遠慮ください。

R3（2021年）
 10/20  「飯山駅前市有地宿泊施設整備事業基本協定」の

締結

R6（2024年）
 6/25  双方同意した調停条項案の成立
 8/27  9月定例会「調停の成立について」議案を上程

R5（2023年）
 1/19  議会全員協議会にて市長が飯山駅前市有地宿泊

施設整備促進事業に関する検証を行うことを表明
 3/10 ～ 飯山駅前市有地宿泊施設整備促進事業に関する

有識者懇談会
 4/17  市長記者会見において、市長が飯山駅周辺地区

宿泊施設整備事業補助金３億円、飯山市健康増
進施設整備事業補助金 2億円の執行はできかね
ると表明

 5/15  議会全員協議会に「飯山駅前市有地宿泊施設整
備促進事業についての飯山市の方針」を提出

 7/21  飯山簡易裁判所から通知（7月 19 日付）あり、
調停が始まる

実施日 地区 会場名 受付時間

10/17
（木）

木島 木島地区活性化センター 9:00 ～  9:30
天神堂農業出荷センター 9:40 ～ 10:00

瑞穂 瑞穂保育園 10:20 ～ 10:40
関沢農業生活改善センター 10:50 ～ 11:10

太田 勤労青少年ホーム 11:30 ～ 11:50

常盤
戸狩コミュニティセンター 13:00 ～ 13:20
常盤地区活性化センター 13:30 ～ 14:10
小沼構造改善センター 14:20 ～ 14:40

10/18
（金）

飯山
保健センター 9:00 ～ 10:00
しろやま保育園北側駐車場 10:15 ～ 10:45
上町区公会堂 11:00 ～ 11:30

秋津 秋津地区活性化センター 13:00 ～ 13:40
中山根集落センター 13:50 ～ 14:20

　飯山市では住宅屋根の雪下ろしによる身体的負担の軽
減や転落事故等防止のため、屋根の融雪化・自然落雪式
への改修工事、命綱固定金具の設置などの改修工事の費
用について補助を行います。詳しくは、移住定住推進課 
住宅係までお問い合わせください。

【命綱固定金具設置工事】
■工事要件
・対象は増改築工事のみ（新築工事は対象外）
・雪下ろし作業の命綱固定金具を設置する工事
■補助率
工事費の 2/3以内 （限度額20万円）

【融雪装置設置工事】
■工事要件
・住宅の屋根に設置するもの（新築工事を含む）
・屋根に固定する不凍液や電熱等の融雪設備であること
■補助率
工事費の 1/5以内 （限度額75万円）
※高齢者世帯等は工事費の１/4以内（限度額９０万円）

【落雪式屋根改修工事】
■工事要件
・対象は増改築工事のみ（新築工事は対象外）
・既存屋根の勾配を変え、自然落雪式に変更する工事など
■補助率
工事費の 1/5以内（限度額60万円）
※高齢者世帯等は工事費の１/4以内（限度額70万円）

移住定住推進課 住宅係 ℡ 0269-67-0740（課代表）

飯
山
市
議
会
９
月
定
例
会

駅
前
ホ
テ
ル「
調
停
の
成
立
に
つ
い
て
」の
議
案
を
上
程

9月議会で提案理由を述べる江沢市長

これまでの経過（概要）

■建築計画の見直し
【変更後】 4 階建て全 50室

（健康増進施設：含まない）
【変更前】 8 階建て全 50室

（健康増進施設：含む）

■補助金交付要綱の見直し（宿泊施設のみ）
【変更後】 対象経費の 1/3 以内

（上限３億 6000 万円）
【変更前】 対象経費の1/3以内

（上限３億円）

■営業開始時期の見直し
【変更後】 事業用定期借地件設定契約

令和 4年（2022 年）3月から 5年以内
【変更前】 同契約から3年以内を基本とする

※詳細はQRコードからホームページ
でご確認ください。

JR
飯
山
駅

飯山赤十字病院

飯山
警察署

立体立体
駐車場

新町団地

駅前ホテル予定地

調停条項（案）による変更

広
告
コ
ー
ナ
ー
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　この大会は、カヌー・自転車・登山のアクティビティで地域の
自然を感じ、楽しむ環境スポーツイベントとなっており、今年で
６回目の開催となります。
　市内では飯山カヌーポートから湯滝カヌーポートまでの川下り、
そこから自転車に乗り
換え県道箕作飯山線、
堤防道路を千曲川沿い
に走り、最後は高社山
山頂のゴールを目指し
ます。飯山市内を参加
者が通過する際、温か
いご声援をよろしくお
願いします。

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

を
実
施
し
ま
す

　　
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環

境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
る
た
め
、「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
次

の
重
点
項
目
に
つ
い
て
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
期
間

９
月
21
日
㈯
か
ら
９
月
30
日
㈪

ま
で

■
重
点
項
目

①
反
射
材
用
品
等
の
着
用
推
進
や

安
全
な
横
断
方
法
の
実
践
等
に

よ
る
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
以
降
の
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

促
進
と
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

③
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹

底
④
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
」
が
９
月
17
日
㈫
か
ら

全
国
で
２
種
類
同
時
発
売
さ

れ
ま
す
！

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。
宝
く
じ
は
長

野
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
】

《
１
等
》
３
億
円
×
12
本

《
前
後
賞
各
》
１
億
円
×
24
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

３
６
０
億
円
・
12
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
】

《
１
等
》
3
千
万
円
×
50
本

《
前
後
賞
各
》
１
千
万
円
×

１
０
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

１
５
０
億
円
・
５
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合

■
発
売
期
間

９
月
17
日
㈫
か
ら
10
月
17
日
㈭

■
抽
せ
ん
日

　
10
月
25
日
㈮

※
昨
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
の
時
効
（
令
和
６
年
10

月
31
日
㈭
）

公
益
財
団
法
人

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

℡
０
２
６-

２
３
４-
３
６
１
１

飯
山
市
景
観
審
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

飯
山
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
景

観
行
政
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
景

観
づ
く
り
に
関
す
る
重
要
な
事
項

を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
飯
山
市

景
観
審
議
会
を
設
置
し
、
景
観
に

関
係
す
る
多
分
野
の
方
々
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
人
員
（
任
期
）

２
名
（
10
月
か
ら
２
年
間
）

■
応
募
資
格

・
飯
山
市
に
住
民
票
を
登
録
し
て

い
る
20
歳
以
上
の
方

・
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る

委
員
に
選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

・
飯
山
市
の
職
員
お
よ
び
議
員
で

な
い
方

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

な
ど

■
応
募
期
間

９
月
30
日
㈪
ま
で

■
報
酬

１
日
あ
た
り 

５
７
０
０
円

■
応
募
方
法

応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
ま
ち
づ
く
り
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係

℡ 

６
７-

０
７
３
8（
課
代
表
）

道
路
河
川
課 

監
理
係

℡ 

６
７-

０
７
３
7（
課
代
表
）

毎
年
９
月
21
日
は
「
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」

　

９
月
21
日
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
」、
９
月
は
「
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
で
す
。
ま

た
、
今
年
１
月
に
、
９
月
21
日
は

「
認
知
症
の
日
」、
９
月
は
「
認
知

症
月
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
認
知
症
へ
の
理
解

を
深
め
、
正
し
い
知
識
を
学
び
、

本
人
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡ 

６
７-

０
７
２
８（
課
代
表
）

介護・フレイル予防教室を開催します

児
童
手
当
10
月
期
支
給
は

10
月
10
日
㈭
で
す

　　
児
童
手
当
の
10
月
期
分
の
支
給

日
は
、
10
月
10
日
㈭
で
す
。
６
月

か
ら
９
月
分
が
指
定
金
融
機
関
口

座
へ
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
の
で

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
10
月
期
以
降
の
支
給
月
が
年

６
回
（
偶
数
月
）
へ
変
更
と
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
、市
報
９
月
号（
４

㌻
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
現
況
届
が
未

子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係

℡ 

６
７-

０
７
４
１（
課
代
表
）

小
型
鳥
獣
捕
獲
用

わ
な
講
習
会
を
行
い
ま
す

　
講
習
会
で
、
鳥
獣
保
護
管
理
法

や
、
わ
な
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の
後
行
う

考
査
問
題
を
一
定
基
準
満
た
し
た

方
は
、
小
型
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た

め
に
必
要
な
許
可
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
11
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

■
場
所

市
役
所
４
階
第
１
委
員
会
室

■
対
象

小
型
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
受
け
た
方
で
、
ご
自
身
の
建
物

や
、敷
地
内
に
わ
な
を
設
置
し
て
、

小
型
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
い
方

■
持
ち
物

筆
記
用
具

■
申
込
期
限

10
月
９
日
㈬
ま
で
に
、
農
林
課

耕
地
林
務
係
ま
で
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

農
林
課 

耕
地
林
務
係

℡ 

６
７-

０
７
２
９（
課
代
表
）

■対　象　市内在住の65歳以上の方
■費　用　１回あたり300円（昼食代別）
※教室の開始時間は前後することがあります。
※受付は、各教室の定員に達し次第締め切ります。

　専門家の指導による運動強度の違う4つの教室を実施
しています。フレイル予防にお役立てください。詳しくは、
飯山市地域包括支援センターまでお問い合わせください。

はつらつ健康教室

■コース 月曜コース、木曜コース（各コース月 2回）
■時　間 午後 1時から午後 2時 30 分まで
■会　場 老人福祉センターなのはな

セラバンドやボールを利用した
運動で筋力の向上を目指します。

転倒予防教室
下半身の筋肉を維持し、転倒の
予防をします。

■コース 月 2 回程度
■時　間 午後 0時 30 分から午後 3時まで
■会　場 ケアセンター 湯の入 （送迎あり）

音楽健口教室
体を動かしたり、声を出したりし
ながら、口腔機能の改善を目指します。

■コース 月 2 回程度
■時　間 午前 9時 15 分から午後 1時まで
■会　場 ケアセンター 湯の入 （送迎・昼食時間あり）

〇老人福祉センターなのはな 〇ケアセンター湯の入
N

武道館
高橋まゆみ
人形館 仲町

交番

東小学校

脳トレや体操を行いながら、一
日を生き生きと過ごしましょう。

いきいき教室 運動強度
2

■コース 週 1回程度
■時　間 午前9時15分から午後3時まで（午前のみ可）
■会　場 ケアセンター 湯の入 （送迎あり）

高齢運転者
安全啓発動画
「ずっとグッド
カーライフ」
はこちら

飯山市地域包括支援センター ℡ 0269-67-0728（課代表）

千曲川・高社山 SEA TO SUMMIT 2024開催
広域観光推進課 広域観光係 ℡ 0269-67-0734（課代表）運動強度

3
運動強度
4

運動強度
3

10月からの後期参加者を随時募集中です

■大会スケジュール
○環境シンポジウム
10月 26日（土）
午後 0時 30分から午後 2時
中野市市民会館 ソソラホール
基調講演「山岳が創り出す生物多様性」
信州大学副学長　東城幸治氏
※参加無料
○アクティビティ
10月27日（日）午前６時30分スタート
飯山カヌーポート（中央橋上流）～
千曲川川下り～自転車～高社山登山

大会の参加者と
ボランティアスタッフを
募集中 !!
締め切りは９月２６日（木）
詳細はQRコードをチェック

提
出
の
場
合
は
支
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
未
提
出
の
方
は
、
早
急
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　７月下旬、夏休み体験教室の藍染体験を見学しま
した！子どもたちはとても楽しそうでしたので、私
は８月に大人向けの体験に参加しました。
　藍染は「藍」という植物を使い、布の色を藍色に
染める伝統工芸です。藍染に使う液は４つの材料で
作られています：かいばい（貝殻の粉）、もくばい（木
の灰）、ふすま（小麦の表皮）、すくも（発酵させた
藍の葉っぱ）。48 種類の藍色があると言われていま
す。空気にふれない箇所（絞った所）は藍色に染ま
らないので、ビー玉や輪ゴムなどの道具を使うこと
で、色んな模様が作れます。液から布を出す時に若
干青緑色でしたが、水で布を洗うと、藍色だけ布に

くっついて、素敵な藍染めになりました。
　カナダの先住民も布を青色に染めますが、カナダ
には原生の藍がないので、青色や紫色のベリーを使
います。植民地時代では、ヨーロッパから藍が導入
されて、植え始めました。現在の藍の染料はほとん
ど合成染料ですが、多くの作家はいまだに天然の藍
を使って作品を作っています。世界から「ジャパン・
ブルー」として知られている日本の伝統的な染色技
法「藍染」を飯山で体験してみませんか？

32 飯山で藍染を体験してみました。

QRコードで
インスタグラム
をチェック！

右：地域おこし協力隊員  置塩 ゆかり さん（藍染の講師）

安心安全　　 消費生活

“ ○○ペイで返金 ”に注意 !!

飯山市消費生活センター（市役所生活環境係内）
℡ 67-0726（課代表）　消費者ホットライン℡ 188

新
紙
幣
の
発
行
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
話

題
と
な
っ
た
一
方
、
現
金
で
は
な
く
電
子

マ
ネ
ー
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
仕
組

み
を
悪
用
し
た
詐
欺
被
害
も
日
々
新
た

な
手
口
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
確
認
さ
れ
た
被
害
の
事
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

○
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
洋
服
を
注
文
し
、

代
金
を
支
払
っ
た
。
後
日
事
業
者
か
ら
、

「
在
庫
が
な
い
の
で
返
金
す
る
」
と
連
絡

が
あ
り
、
手
続
き
の
た
め
に
事
業
者
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち
登
録
し

た
。
事
業
者
か
ら
○
○
ペ
イ
で
返
金
す

る
と
言
わ
れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
電
話
で
指
示
を

受
け
た
。「
返
金
コ
ー
ド
９
９
９
８
０
を

入
力
す
る
と
返
金
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
、

指
示
さ
れ
た
と
お
り
に
入
力
し
た
。
し
か

し
返
金
は
さ
れ
ず
、
逆
に
自
分
か
ら
事

業
者
に
９
９
９
８
０
円
送
金
し
た
こ
と
に

気
が
付
い
た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
手
口
で
は
、
返
金
し
て
ほ
し
い
と

い
う
心
理
に
付
け
込
ん
で
さ
ら
に
お
金

を
だ
ま
し
取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
、
相
手
の
指
示
に
従
っ
た
と

は
い
え
消
費
者
自
身
が
送
金
の
操
作
を

し
て
い
る
た
め
、
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
相
手
は
決

済
ア
プ
リ
の
仕
組
み
を
熟
知
し
て
言
葉

巧
み
に
だ
ま
そ
う
と
し
て
き
ま
す
の
で
、

常
に
疑
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

野菜をどのくらい食べていますか？

　「野菜は体に良い」といいますが、なぜでしょうか？
【野菜の良い所】
　野菜に含まれるビタミン、カリウム、食物繊維の摂取がさま
ざまな疾患の発症リスクの低下に効果的に働くと言われていま
す。
多くの研究により、野菜を多く食べる人は脳卒中や心疾患にか
かる確率は低いという結果が出ています。
　野菜の種類によっても、多く含まれる栄養素の種類が違うの
で、できるだけ沢山の種類の野菜を組み合わせて１日350gの
摂取を目指してみましょう。
【飯山市の現状】
　19歳以上の飯山市民のおよそ１割程度しか１日の野菜摂取目
標量を達成できていません。野菜には沢山良いところがあるの
で、「１日１品野菜料理を増やす」ところから始めてみましょう。

〈当たるとスッキリ！ クイズコーナー〉
Q. この漢字は何と読むでしょうか？
「菠薐草」
①こまつな　②ほうれんそう　③セロリ
A. 答えは 30㌻をご覧ください。

保健福祉課 健康増進係  ℡ 0269-67-0727（課代表）

およそ両手１杯分になります。
「野菜350g」とは？

飯
山
市
上
倉
区
に
住
ん
で
い
る
岡

田
さ
ん
は
、
小
学
校
４
年
生
で
、

お
姉
さ
ん
が
1
人
、
お
兄
さ
ん
が
3
人

の
5
人
兄
弟
で
す
。
得
意
な
教
科
は
体

育
で
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
る
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。

岡
田
さ
ん
は
、お
祭
り
が
大
好
き
で
、

週
に
3
回
ほ
ど
獅
子
や
猿
田
彦

の
舞
を
練
習
し
て
い
ま
す
。
お
祭
り
が
好

き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
地
元
上
倉
区

の
獅
子
舞
で
、
３
歳
の
七
夕
に
は
「
獅
子

に
な
り
た
い
」
と
短
冊
に
書
く
ほ
ど
好
き

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

保
育
園
の
時
に
は
、
発
表
会
で
獅

子
舞
を
披
露
し
た
こ
と
も
あ
り

「
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
獅
子
頭
が
欲
し
い
」

と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
願
い
が

叶
い
、
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
獅
子
頭
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

練
習
は
、
お
母
さ
ん
の
実
家
で
あ
る

野
沢
温
泉
村
の
お
祭
り
や
、
飯

田
市
の
獅
子
舞
な
ど
のYouTube

動

画
を
参
考
に
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
岡
田
さ
ん
は
舞
う
だ
け
で
な
く
、
お

祭
り
の
提
灯
や
、
猿
田
彦
の
兜
な
ど
、

お
祭
り
の
用
具
を
数
多
く
自
作
し
て
い

ま
す
。地

元
上
倉
区
か
ら
も
獅
子
の
舞
手

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
岡
田
さ

ん
。「
獅
子
頭
や
猿
田
彦
の
面
を
作
る
職

人
に
な
り
た
い
。
獅
子
や
猿
田
彦
を
舞
い

た
い
」
と
将
来
を
語
り
ま
し
た
。

Ｅ (エ ) ネルギッシュに
Ｅ (イー ) ヤマで活躍している

皆さんを紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 220

飯
山
地
区 

岡
田 

雅
樹 

さ
ん

地
域
の
文
化
を
残
す

獅
子
の
舞
手
に

出
典
：（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
令
和
６
年

（
２
０
２
４
年
）
７
月
31
日
報
道
発
表
資
料


